














































































単元名 ：つながれ笑顔 和歌 山とラオス
カリキ ュラム ・デザイ ンの視点









































































































































































































































知った（図 --― 6)。 図6 給食の残食チェックそして，自分たちが学んで知った飢餓に苦しむ世界
の現実と日本の廃棄の現実を中心にして，残食を減ら
していってほしいと訴えた（図7)。
ク
図7 残食を減らすよう呼びかける
実際に学校全体の残食が減っていった。それによっ
て，調理員さんや栄養教諭にお礼を言ってもらえた。
自分たちの行動に賛同してくれる友達がいて，感謝し
てくれる人がいることを輿惑していた3
このような活動を知った環境問題に取り組んでいる
地域の人が， 和歌山市の中心の商店街で5Aの子ども
たちの考えを発信することを提案してくれた3 子ども
たちは，自分たちの努力が学校だけでなく，地域の人
も分かってくれて，味方になってくれると感じていた。
これにより， 自分たちの環境問題やラオス支援に対す
る本気さを伝え，今まで関わってくれた大人に自分た
ちの考えを分かってもらいたい，協力してもらいたい
と考えるようになった）自分たちの考えや活動を伝え
るために動画などにまとめていった。
その後子どもたちは，環境問題を解決し， ラオス
の子どもたちを支援したいと考えるようになっていっ
た。
5. 成果と課題
5. 1 成果
発展途上国と日本の生活を比較しながら環境問題 ・
貧困問題などについて，発展途上国で支援活動をした
人や環境問題の解決に取り組んでいる専門家の方と出
会っていきながら知識・理解を深めていくことができ
た。その上で，束酋可アジアで学佼建設に取り組んでい
る人と出会い，その人と一緒に東南アジアのために井
戸を作るなどの支援を行っていごうと考えるごとがで
きた。この活動をとおして，今まで知らなかったこと
を知り，その解決のために個人としてできること，ク
ラスとしてできることを本気で取り組み，その成果と
して自分たちの考えに賛同してくれる仲問を増やして
いく。そして，寅際に自分たちの力で何かができるこ
とを実感することで自己効力感を高め，学びに向かう
力を裔めることができに このような効果をカリキュ
ラム ・デザインと外的リソースを活用したことで限ら
れた時間で成果を出すことができた。
5. 2 疇
環境問題は身近に考えることができたが，ラオス支
援に関しては，子どもにとって身近に考えることが難
しかっt.:o1年間でラオスを支援することを目標とも
つことにより，子どもが発展途上国を 「支援してあげ
る」のような間違った考えになる可能性があると感じ
た。学校全休でカリキュラム ・デザインをし，数年か
けて発展途上国の文化なども理解しながら相手への尊
敬の気持ちを大切にした上で，自分に何ができるかを
考えていくことをもっと大切にした単元にする必要が
あった3
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